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並行する国道3号の渋滞が緩和！～周辺地域の活性化・安全性向上にも寄与～
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住民生活
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▲断面交通量の変化（A－A断面）
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所要時間の短縮

定時性の向上

所要時間の短縮

定時性の向上

非常に向上 やや向上 変わらない 低下した
バイパス利用時

国道３号利用時

▲交通円滑化の実感(住民アンケートより)
▲樋口町～西本町１丁目交差点

所要時間の変化
▲詳細図

▲渋滞長の変化

供用前はバイパスの開通により、お客様が
外に出て行かれることを懸念する声もあった
が、周辺道路の渋滞の緩和により逆に商店街
に来ていただく機会が増えた。

このことで「いつも混雑している」という
イメージの払拭にも繋がると考えられる。

自宅前が抜け道になっており、車が多く、
小学生の登下校が危険だったが、バイパス開
通後は通り抜ける車がかなり減り、安全に
なった。

【地元商店組合の声】

【地域住民の声】
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▲地域の声
(住民アンケート、関係機関ヒアリング調査より)

・渋滞ポイントの筒井町交差点等を迂回することに

より、樋口町～西本町１丁目交差点間の所要時間

が約９分短縮。

・並行する道路からの交通の転換が見られ、多くの

人が渋滞の緩和を実感。

・生活道路における通過交通が減少し、周辺地域の

活性化や安全性向上に寄与。

黒崎地区

▲開通した黒崎バイパス
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単位：百台/12ｈ

国道３号 （都）前田熊手線

黒崎バイパス
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